
第３回 古代エジプト文明 

 

１ エジプト文明の成立 

 

 

 

 

 

・ナイル川の流域には、上エジプトと下エジプトに分かれて早くから（      ）

と呼ばれる集落が形成されていた。 

・前 3000年ころから、（      ）と呼ばれる王によって統一国家が作られた。 

 →約 30の王朝が栄えたが、主に古王国・中王国・新王国の３つに区分している。 

 

２ エジプト文明の王朝 

☆（      ）（第３～第６王朝）（前 27世紀～前 22世紀） 

都…（       ） ※ナイル川河口のデルタ地域 

◆（     ）（在位 前 26世紀ころ） 

・エジプトで最も大きな（        ）を（    ）に 

建設した。その前にある（        ）も有名。 

 

☆（      ）（第 11～12王朝）（前 21世紀～前 18世紀） 

都…（      ）  ※ナイル川中流で現在のルクソール 

・ナイル川中流の上エジプトに都を移したが、シリア方面から 

馬や鉄を持つ（      ）が侵入して滅んだ。 

 

☆（      ）（第 18～20王朝）（前 1567～前 1085年） 

都…（      ）   

・ヒクソスを追放して成立した。 

◆トトメス３世（在位 前 1479年ころ～前 1425年ころ） 

・エジプト史上最大の領土を支配した。 

 

◆（         →        ）（在位 前 1351年ころ～前 1334年ころ） 

・（         ）信仰を否定し、唯一神（        ）への信仰を始めた。 

 →新王国の都を、テーベから（          ）に移した。 

・写実的な（         ）が栄え、アマルナ文書という外交文書をのこした。 

 

 

 

ギザのピラミッド 
わかりづらいが、一番右がク
フ王のピラミッドである。 

アマルナ美術の最高
傑作とされる。それま
での平面的な描写と
は違い、かなり写実
的である。なおネフェ
ルティティは、アメン
ヘテプ４世の妃。 
 

丸い球から、何か伸
びているのがアテン。
太陽を図式化したの
だろうか。 
光を受けているの
は、アメンヘテプ４世
であろう。 

・エジプト文明は、エジプト人により（      ）の流域に成立した。 

 →定期的な（    ）により肥沃な耕地を生み出していた。 

  ※古代ギリシアの歴史家（       ）は、『歴史』の中で、

「                  」と書いた。 

アメンヘテプ４世                   アテン神（アトン神）                   ネフェルティティ像 

ヘロドトス 
『歴史』は物語的な
要素が強く、荒唐無
稽な話も多い。 

残っている彫像
は、顔や指が異様
に長く、恐らく奇形
児として生まれた
と考えられている。 
これが宗教改革の
一因になったとも。 



◆（        ）（在位 前 1333年ころ～前 1324年ころ） 

・アメンヘテプ４世の後継者で、信仰をアテン神からアメン神に戻した。 

・黄金のマスクをつけたミイラで有名である。 

 

◆（        ）（在位 前 1279年ころ～前 1213年ころ） 

・前 13世紀、シリアをめぐり（         ）で（       ）と争った。 

 →世界最古の国際条約であるカデシュの和約を結んだ。 

 

 

 

 

 

 

３ 古代エジプトの文化 

＜エジプトの神々＞ 

（      ）…太陽神。多くの神々の中で、エジプトの主神とされる。 

（      ）…冥界の王で、死と復活の神とされる。イシスの兄であり夫。 

（      ）…テーベの守護神で、中王国と新王国で最高神とされた。 

→後にラーと一体化し、（       ）として広く普及した。 

（      ）…太陽神。アメンヘテプ４世の時代に唯一神とされた。 

 

・エジプト人は、霊魂の復活と死後の世界を信じていた。 

→遺体を（      ）にして保存し、（      ）などを添えて葬った。 

・エジプトでは、１年を 365日とする（      ）を使用した。 

・エジプト人は、文字として（             ）を石碑に刻んだほか、

神官文字（ヒエラティック）や民用文字（デモティック）を（      ）に書いた。 

・ナイル川の洪水後に土地を復元するため、（      ）が発達した。 

 

 

 

 

 

 

＜ヒエログリフの解読＞ 

・1799年、（       ）のエジプト遠征の際に石碑が発見された。 

→後に（          ）と呼ばれるようになる石碑で、３つ 

の文字が刻まれており、同じ内容が書かれていると考えられた。 

→1822年フランス人の（          ）が解読に成功した。 シャンポリオン 
幼いころから語学の
天才で、17 カ国語く
らい話せたらしい。 

黄金のマスクとツタ
ンカーメンの呪いで
有名。イギリスの考
古学者ハワード=カ
ーターによって発掘
され、世界中に衝
撃を与えた。 

ミイラ                           「死者の書」                         ヒエログリフ 

黄金のマスク                    ラメス２世                       カデシュの和約 

ラムセス２世とも言
われる。身長 183 ㎝
は、当時としてはか
なりの長身である。 
モーセが「出エジプ
ト」を行ったのは、彼
の時代と言われる。 
 

ヒッタイトの都であっ
たボアズキョイで発
掘された。 
楔形文字で書かれて
おり、エジプト側の記
録とは若干の矛盾も
ある。 

ミイラの作り方にも
上・中・下があり、
安いコースはけっ
こう適当である。 
19 世紀に、ミイラ
の収集がブームに
なったことがある。 
 

オシリスの審判を受
ける際に必要な呪文
が記された。死者の
心臓と羽かざりが、天
秤にかけられている。
犬（ジャッカル）の姿を
しているアヌビス神が
これをはかった。 

基本的には表意
文字だが、表音文
字としても使用で
きる。 
実は現在のアル
ファベットにも通じ
ている。 


